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２
０
１
８
年
中
小
企
業
夏
季
賞
与
の
相
場
は
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岱
今
夏
の
賞
与
は
前
年
を
上

回
る
も
の
と
な
り
そ
う
で
す
。

第
１
の
要
因
は
、
２
０
１
７
年
度
下

期
の
企
業
業
績
が
堅
調
で
あ
っ
た
こ
と

で
す
。

財
務
省
の

「法
人
企
業
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
１０
月
～
２
０

１
８
年
３
月
の
全
産
業

（資
本
金
１
０

０
０
万
円
以
上
、
金
融
業

・
保
険
業
を

除
く
）
の
売
上
高
は
、
前
期
比
十
２

・

３
％
と
増
加
で
し
た
。
製
造
業
で
は
輸

出
が
堅
調
で
あ
っ
た
ほ
か
、
非
製
造
業

で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
下
支
え
役

と
な
り
、
と
も
に
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
経
常
利
益
は
、
同
▲
１

・
６

％
と
小
幅
減
益
と
な
り
ま
し
た
が
、
水

準
と
し
て
は
、
過
去
最
高
圏
内
を
維
持

し
ま
し
た
。
製
造
業
で
は
、
資
源
価
格

上
昇
に
よ
る
変
動
費
の
増
加
や
円
高
に

よ
る
海
外
か
ら
の
受
取
の
減
少
な
ど
を

受
け
て
減
益
と
な
っ
た
も
の
の
、
利
益

率
は
高
水
準
を
維
持
し
ま
し
た
。
ま
た

非
製
造
業
は
、
十
２

・
４
％
と
四
半
期

連
続
の
増
益
で
し
た
。

正
規
雇
用
者
の
増
加
も
要
因

第
２
に
、
２
０
１
７
年
度
に
、
正
規

雇
用
者
が
前
年
比
＋
５４
万
人
増
と
、
非

正
規
雇
用
者
の
同
十
３７
万
人
増
を
上
回

っ
て
増
え
た
こ
と
も
賞
与
の
押
し
上
げ

に
作
用
す
る
で
し
ょ
う
。

賞
与
の
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
厚

生
労
働
省

「毎
月
勤
労
統
計
」
の
賞
与

額
は
、
支
給
の
な
か
っ
た
常
用
雇
用
者

も
含
め
た
平
均
額
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
賞
与
支
給
の
あ
る
正
規
雇
用

者
が
増
え
る
と
、
平
均
額
が
押
し
上
げ

ら
れ
ま
す
。

し
か
も
、
２
０
１
７
年
度
の
正
規
雇

用
者
数
の
増
加
は
、
前
年
比
＋
１０
万
人

と
な
っ
た
製
造
業
を
筆
頭
に
、
情
報
通

信
業
や
金
融
業
な
ど
、
も
と
も
と
賞
与

水
準
が
高
い
業
種
で
と
く
に
多
か
っ
た

た
め
、
平
均
賞
与
額
を
押
し
上
げ
る
効

果
が
膨
ら
む
と
み
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
第
３
の
要
因
と
し
て
、
従
業

員
へ
の
選
元
を
、
固
定
的
な
費
用
と
な

る
月
例
給
よ
り
も
、
業
績
に
応
じ
て
柔

軟
に
支
給
額
を
変
え
や
す
い
賞
与
を
中

心
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
根
強

い
こ
と
も
指
摘
で
き
ま
す
。

政
府
の
賃
金
引
き
上
げ
要
請
や
労

働
側
の
賃
金
要
求
で
は
、
安
定
的
な
収

入
と
な
る
月
例
給
の
引
き
上
げ
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
経
営
側
で
も
こ
れ
に

応
え
る
姿
勢
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
る

も
の
の
、
２
０
１
８
年
度
の
春
闘
賃
上

げ
率
は
、
昨
年
を
や
や
上
回
る
程
度
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
月
例
給
与
の
引
き

上
げ
幅
が
抑
え
ら
れ
た
分
、
賞
与
で
の

還
元
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
か
ら
、
今
夏
の
賞
与

（厚
生
労

働
省
、
従
業
員
規
模
５
人
以
上
ベ
ー
ス
）

は
、
全
体
で
は
前
年
比
＋
２

・
２
％
と
、

前
年
の
同
十
０

・
４
％
を
大
き
く
上
回

る
見
通
し
で
す
。

中
小
で
強
い
賞
与
上
昇
圧
力

以
上
は
、
全
体
的
な
動
き
で
す
が
、

中
小
企
業
に
注
目
し
て
み
る
と
、
今
夏

の
賞
与
の
伸
び
率
は
、
平
均
よ
り
も
高

め
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
で
大
企
業
以
上

に
人
手
不
足
感
が
強
く
、
賃
上
げ
圧
力

が
強
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

さ
ら
に
、
従
業
員
へ
の
退
元
を
月
例

給
与
よ
り
賞
与
に
頼
る
傾
向
も
、
大
企

業
以
上
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
業
績

が
改
善
し
て
い
る

一
方
で
、
円
高
や
物

流
費
の
増
大
な
ど
、
経
営
環
境
の
先
行

き
不
透
明
感
が
強
い
な
か
、
２
０
１
８

年
の
春
闘
賃
上
げ
率
は
大
企
業
を
下

回
る
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
か
ら
、
今
夏
の
中
小
企
業
の
賞

与
の
伸
び
率
は
、
前
年
比
＋
２

・
５
～

３
％
程
度
と
、
近
年
と
し
て
は
高
め
の

伸
び
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
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